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図4。流跡線（地＝400，定常解）．
254 統計数理 第37巻 第2号 ユ989
∴







  T＝80                T＝120




          Kolmogorov定数のReyno1ds数依存性
                      東京都立大学理学部冨山泰伸
 十分に発達した高いReynoIds数の乱流では，高波数領域に於て，エネルギー・スペクトルが
亙（尾）＝K。〈ε〉2’3尾一5’3（ε：エネルギー散逸率，尾：波数，K。：Ko1mogorov定数）と表わされる
こと，K。が乱流の諸条件の違いの影響を受けずに普遍的であることは，一般的に良く知られて
いる．
 ところが，最近W．K．George（1987）はKo1mogorovスペクトルの存在に疑問を投げかけ，仮
に，Ko1mogorovスペクトルが存在しても，K。は普遍的ではたく，Reyno1ds数Rλ（流体に働
く慣性力と粘性力の比を示す無次元定数）にK。・⊂冊3のように依存するはずであると主張し
ている．Ko1mogorovスペクトルの存在に疑いをかける為に彼が用いた実験データは決定的
た説得力を持つものではなく，その存在を示す他の実験データも存在する．しかし，K。が普遍
的であることを示す実験的裏づけは乏しいように思われ，K。のRλ依存性は考慮の余地がある
